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福井大学では、多くの周波数でガウスビーム

を出力できるジャイロトロンの開発を行って

いる。これまでに基本波発振を用いて 160 ～ 

270 GHz の範囲で、周波数を 10 段階変えられ

る多周波数ガウスビーム出力ジャイロトロン

(Gyrotron FU CW GV)の実用化に成功した[1]。

次の段階として、二次高調波発振を用いてより

高い周波数領域（300 ～ 420 GHz）で発振する

モード変換器を搭載した多周波数ガウスビー

ム出力ジャイロトロン（Gyrotron FU CW GVII、

以降 GVII と表記）を開発した[2]。設計モード

は TE8,5、TE5,6、TE7,5、TE6,5、TE5,5、TE4,5、

TE6,4 の 7 つである。本講演では、周波数測定

により、これらのモードが単独で発振するかど

うかを調べた結果を示す。さらに、ジャイロト

ロンの真空窓を距離可変の二重とすることで

二次高調波モードの透過率を改善し、発振パワ

ーの測定を行う。 

目的の二次高調波モードが発振すると予想

される近傍の条件で磁場強度とアノード・カソ

ード間電圧を変化させ、ヘテロダイン受信機を

用いて GVII から発振される電磁波の周波数測

定を行った。その結果、TE8,5、TE6,5モードは

単独発振した。図 1 に TE6,5モードが発振した

磁場強度とアノード・カソード間電圧の設定範

囲を斜線で示す。一方、他の 5つのモードは設

計の二次高調波モードの周波数と同時に基本

波モードの周波数も観測された。 

次に、二重窓の距離を変化させながら、窓を

透過してくる電磁波の強度を焦電型検出器で

測定した。その一例を図 2に示す。図中で示し

た第 1 ピークが競合する基本波モード TE8,1の

ピークであり、第 2 ピークが TE4,5 モードので

ある。TE4,5 モードの強度がピークとなる窓間

距離に二重窓を固定し TE4,5 モードの発振出力

をパワーメータにより測定したところ、最大

7.5  W の出力を得た。GVII での発振出力は、

TE6,5モードで最大 17 W を得た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 TE6,5モードの発振領域 
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図 2 TE4,5モードと TE8,1モードの 

発振強度の二重窓間距離依存性 
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